
 

 

実施機関：農業技術センター 

１．プロジェクトの背景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※有機農業(有機農業推進法)： ①化学的に合成された肥料及び農薬を使用しない ②遺伝子組換え技術を利

用しない ①と②を基本に環境負荷を低減した農業 

 

２．プロジェクト研究の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜支援事業＞ 

食の安全・安心への 
県民意識の高まり 

有 機 農 業 に よ る 
島根農業の活性化 

し ま ね 食 と 農 に 
関 す る 県 民条例 

島根県有機農業 
推 進 計 画 

有機農業の推進に 
関 す る 法 律 

有機農業の取り組みを強化 

オーガニッ
ク・アカデ
ミ ー 構 想 重点研究「有機農業推進のた

めの技術開発プロジェクト」 

みん な で 

つくる有機 

の郷事業 

＜人材育成＞ 

＜技術開発＞ 

①水稲の有機栽培支援技術の確立 ②畑作物の有機栽培支援技術の確立 

新規参入や有機農業へ

の転換等を支援 

農林大学校を拠点に有

機農業技術を指導 農業技術センターにおける有機農業研究 

■有機栽培作物の面積拡大 

■付加価値化による県産農産物の販売拡大 

■耕作放棄地の解消（ソバとナタネ） 

■有機農業に関心のある若者等の就農促進 

■豊かな農村環境の形成(環境負荷軽減) 

③有機技術の評価手法等の開発 

＜経済性評価と担い

手確保対策＞ 
 

■有機技術の経済性

評価と販売対策 

■栽培者確保に向け

たﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの提案 

＜生物多様性評価＞ 
 

■有機栽培ほ場での

指標生物調査 

■ＩＴ利用による指標

生物の評価システム 

＜野菜の有機栽培技

術＞ 
 

■有機実態調査の実

施と課題等の抽出 

■有機技術の栽培実

証とマニュアル化 

■有機ほ場における

病虫害回避技術と土

壌管理指針の策定 

＜ソバとナタネの輪

作体系＞ 
 

■ナタネの晩播き栽

培技術と除草対策 

■ソバの品種改良

(輪作用早生品種、多

収性、耐湿性等) 

■輪作体系の現地実

証 

＜雑草防除技術＞ 
 
■除草剤を使わない
雑草防除技術を完成 

■農機メーカーと除

草機械を共同開発 

■食味の良い有機米
生産技術を開発 

■現地栽培実証 

 

＜病害虫被害の軽減

技術＞ 
 

■種子伝染性病害の

防除対策 

■耕種的手法による

病害虫被害軽減 

■有機 JAS 技術の

検証 

研究の成果 


